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益子州出男
おわりに
色々述べて来ましたが、幼児のうたは楽譜上の音が弾けただけでは子ど
も達に曲の内容が伝わりません。学生が教えられた事をそのままではなく、
本人が感じる五感を磨き、目の前に居る子ども達が音楽を楽しむ為には、
どう表現したいかを考える事が大切なのではないだろうか。そうするには、
歌詞の中に出て来る花や動物に関する知識を身に付けるのはもとより、歌
詞の意味を感じる為にも、バーチャルの世界ではなく、それらを実体験し、
自然と触れあい、花や動物を見て、触って、感じて、子ども達の前で情景
描写を感性豊かに表現出来る様になって欲しい。
何気なく歌っていますが、歌詞の中には「シャベルでホイ」のみちぶし
んr道普請』道路の開設・修繕工事、r七夕さま」のすなごr砂子』色紙・
ふすまなどにふきつける金銀の粉等の様に、簡単に説明出来そうで、いざ
となると説明が難しい歌詞があります。歌詞の内容や行事についても、子
ども達がその意味を理解出来る様に色々と勉強して欲しい。
又、ピアノの基礎力は基より、子ども達に合った音域にすべき移調法、
メロディーのみの楽譜に伴奏をつけられる様にコードの勉強、難しい伴奏
譜を自分なりの伴奏で弾ける事が出来る伴奏法等、音楽の理論面での勉強、
弾き歌いなので歌唱もしっかり身につける事を望みます。
この論文が幼児曲を勉強している人のベースとなり、自分なりの勉強の
広がりを持てる一つになれば嬉しいです。
又、この論文は私が指導して来た中で感じた、工夫して欲しい点を自分
なりの解決法で述べさせて頂いた物です。ゆえに、批判も多々有ると思い
ます。それらを多く聴かせて頂き、これからの指導に役立てていければ幸
いです。
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